
大豆・エダマメの低収改善微生物資材 「まめリッチ」

○大豆の減収は、①地力の低下、②土壌物理性の悪化、③土壌病害の蔓延、の影響が大きく、増収を
目指す上で、これらの改善が不可避です。
〇大豆栽培での有機物の補給と、根圏微生物相の総合的な改善が可能な資材が「まめリッチ」です。

（農研機構のイノベーション事業の支援を受け、
朝日アグリア㈱と秋田県立大が共同開発）

＜これまでの展示圃結果より効果を確認済＞

※2019年：病害甚大圃場（9ヶ所）全てで
抑制効果が認められ、
試験実施圃場（24ヶ所）の8割で収量増。
※全国的に試験展示圃拡大中！
2020年：全国50ヶ所
2021年：全国90ヶ所
その大部分で良好な結果が得られている。

朝日アグリア㈱HP
http://www.asahi-kg.co.jp/cms/asahi/aaa/01_ja/04_bio/mamerich04.pdf
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